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1 はじめに  

最少費用流問題とは、各アークの単位輸送量あたりのコストが付与されているネットワーク  

において、一定量の品物を供給点から需要点に輸送する際、総コストが最小になるようなルー  

トを求める問題を指す。この問題は様々な現実問題のモデル化として考えられ、その解法も数  
多く提案されてきた。しかし、これまでの方法の多くは、アークに付与されてきた値はフロー  

の上限および下限と、単位量あたりの輸送コストのみであったが、実際の問題では、そのよう  

な数値化が容易なもの以外にも、様々なパラメータがルートの決定に関与していることが多い。  

そこで、ここでは従来のもの以外の要因に対して意思決定者が満足度を決定し、総コストの最  

小化と、使用するアークの満足度の下限の最大化の二目的問題として解く。   

今匝＝ま、まず、存在可能性を無視した状態で通常の最少費用流問題として解き、その解を基  
に使用するアークの存在可能性の下限が大きくなる方向に更新していく。  

2 定式化   

ここでは、フローを特定の供給点から需要点への流れではなく、どのノードにおいても流れ  

の生成・消滅のない循環流として考える。   

ノード集合Ⅴ＝（1，2，…，几，）、アーク集合A⊆（e＝（哀，j）1宜，J∈Ⅴ）で表される右向グラ  

フをβ（VA）とする。ここで、Aの各要素eにコストd（e）≧0■、アローの下限と上限J（e），  

タ（e）（0≦J（e）≦g（e））及び存在可能性0≦〝（e）≦1が割り当てられている。また、アークe  

を流れるフローを∬（e）とし、各ノード祝において  

∑（∬（e）Ie＝髄－ノ∈Aト∑（∬（e＝e＝－ノ祝∈A）＝0   

である時、フローベクトル∬∈月Aを循環流と睦ぶ。  
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これらの定義より、次のような二目的最少費用流問題BMCFPを提案する。  

BMCFP：  
Minimize ∑e∈＾d（e）x（e）  

Maximize mine∈＾xFL（e）  

s．t．   ∑。＝む，，。A∬（e）－∑e＝，川∈A∬（e）＝0 払γαJJ祝∈V  

J（e）≦∬（e）≦タ（e）bγα〃 e∈A  

但し、∬（e）＞0であるアークeの集合をAズと置く0  

3 解法   

まず存在可能件を無視した状態で一日的問題として解く。この部分は、従来の方法（llりを  

解法として用いる事が可能となっている。これは、O11t－0トKilter法を用いて実行可能解を求め、  

その解をもとに、流量を上限に固定するアークと下限に固定するものを決定しJ固定後に同様  

の操作を繰り返すものである。   

その後、存在可能性が小さい順にアークを削除する。ここでは、アークの流量を0に固定す  

る事による、従来の方法における更新法の拡張が考えられる。これを用いて、前段階の結果を  

基にした新しい段階での解を求め、それらの解のうち有用なものを記録する方法を取る。   

この様にして複数の解（血，〝）＝（ネットワークにおける輸送の総コスト，フローが存在  

している弧の存在可能性の下限）が求まるので、意思決定者は各自必要とする解を採用すれば  

よい。  

4 終わりに  

ここでは、既に存在している最少費用流問題に対して、アークの存在可能惟を考慮した拡張  

を提案した。まず、存在可能件を無視した状態で一目的問題として解き、その後、その解を基  

準に多目的問題の解を更新して行く。   

問題を解くためのアルゴリズムについては当日の発表で述べるつも’りである。なお、この研  

究は文部省科学研究費基盤研究（c）（2）10680428によるものであることを付記しておく。  
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